2017/010/28第14回　障害学会シンポジウム♯1：障害・介助・セックスワーク

「障害者への性的支援のあり方を考える　特定非営利活動法人ノアールの理念と活動を中心に」草山太郎（追手門学院大学教員）：資料
【資料①】ノアール「性的支援について」

ノアールの性的支援は、会員向けサービスです。
ノアールとしては、ご自身の手でマスターベーションを行なっていただくことを基本姿勢としています。マスターベーションをする環境を整備、コーディネートすることを基本とし、パーソナルケアサービスの概念の下に支援を行ないます。
　支援方法は、性的環境支援コーディネータが利用者のニーズ・身体状況・支援方法などのケアプランを作成し、性的介助士（プロパー）が現場で支援します。

なるべく利用者の手でマスターベーションや自助具の利用動作を行なっていただきますが、性器に手が届かない、握る事ができない、腕を動かす事が困難など、様々な身体状況を把握し必要最低限度の支援を行ないます。あくまでもマスターベーションは“個”であり、その“個”の部分を尊重した支援を最優先します。

つまり、利用者と性的介助士（プロパー）の身体接触は最終手段ということになり、見守りや安全・衛生の確保など環境の整備、自助具の開発・制作・改良などの中間支援重視となります。
利用者は、サービスを行なう性的介助士（プロパー）を選ぶことはできません。
同性介助を基本とします。

それはあくまでも「利用者の手の役割を担うだけ」だからです。異性が良いなどのリクエストは一切考慮いたしません。

※性同一性障害などには出来る限り配慮します。
マスターベーションに係る中間支援については、一部有料となりますが極力リクエストにお応えいたします。例えば、映像媒体のセット・操作、後片付け、一部の身体介助、自助具の制作等については、有償にてサービスを提供します。
（http://www.npo-noir.com/?page_id=2159）

【資料②】ノアール「設立趣意」

「真に人間らしい実り豊かな人生を送りたいという願いは障害のある人もない人も誰もが持ち続ける究極の願いです。真に人間らしい実り豊かな人生を送るには、教育を受けたり・職を得たりすることも最低限の土台として必要ではありますが、人を愛し、愛されるという心のやすらぎ・充足が不可欠です。しかし、障害のある人は、そのコミュニケーションの手段としての‘性’という大きな壁につきあたってしまいます。障害のない人には当然に社会生活の一つのコミュニケーションの手段としてごく自然に浸透している「性」は、日本では、障害のある人にとっては今まで議論も避けられてきた問題なのです。この問題がタブー視されているかぎり、障害者にとって真のノーマライゼーションの実現は有り得ません。我々は、この性に関する問題を中心に、障害者に様々な情報を提供したり、障害者自らが自己選択・自己決定に基づき自由なライフスタイルを選択することができるように支援する環境や斬新な仕組みを作り、また社会一般の人達の理解・協力を得るための情報発信事業を行うことにより、障害者が真に公平な社会参加を実現し、生きる勇気や希望に満ちた人権生活を確立することを目的とし、本法人を設立致します。そして我々が安定・充実した活動を行うためには、特定非営利活動促進法に基づく法人格を取得することが不可欠であります。」
（http://www.npo-noir.com/?page_id=132）
【資料③】ノアール「利用までの流れと費用」

・利用希望者、サービス提供者ともに賛助会員として登録
・身体状況のアセスメント
・身体障害者手帳や要介護度認定書類の確認とコピー
・ケアプラン作成
・サービス提供開始
※現在は都内と神奈川の一部地域のみです

性的環境支援コーディネータは、介護福祉士、看護師などの有資格者のみ。
性的介助士（プロパー）は別途研修します。

ノアール会員

自助具制作
孫の手ローター：およそ５００円程度　※孫の手、ローター含む
バイブレーター用リストバンド：およそ３０００円程度　※バイブレータは含みません
テンガエッグ挿入用自助具：およそ１００円程度／１０個
テンガカップ用カフ：およそ１０００円程度
※個別対応により、費用は多少上下します

マスターベーション介助（直接介助）
１時間：４８００円（陰部洗浄、テンガエッグ、通信費雑費、※交通費込）
※交通費は性的介助士の現住所から公共交通機関の利用で片道約１時間程度の範囲

ノアール会員以外の方は、自助具制作、マスターベーション介助ともに約２倍の費用を申し受けます。

マスターベーション介助（直接介助）
１時間：１００００円（陰部洗浄、通信費雑費、※交通費込）
※テンガエッグは実費となります
※交通費は性的介助士の現住所から公共交通機関の利用で片道約１時間程度の範囲

注）マスターベーション介助は基本的にコンドームまたはテンガエッグ、ゴム手袋を使用します。
これは利用者、プロパー双方の感染症予防ですので、ご理解下さい。
テンガエッグを使用しない場合でもコンドーム、ゴム手袋を使用します。

将来的に想定していること：
メール予約ではなく、電話による迅速対応
性風俗店、成人映画館への同行介助（ガイドヘルプ）
身体障害者同士のカップル、夫妻の性交介助
１コイン（５００円程度：１割負担）での直接介助サービス提供（http://www.npo-noir.com/?page_id=2637）
【資料④】
いよいよ着手です。男性向け以上に
物議を醸しまくる内容だと思うのですが、
勇気を出して？アップします。
ご興味のある方は、詳しく読んでみてください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ＮＰＯホワイトハンズでは、
女性重度身体障害者・要介護者・神経性難病患者に対する
プライベート・ケアマニュアルの
作成＆ケアサービス開始を検討しております。

女性に対するケアの場合でも、
「性に関する尊厳と自立を守る」という
プライベート・ケアの理念、
及び「性機能の健康管理」「性機能の低下予防」といった
目標自体は、全く変わりません。

現時点では、以下のような内容を考えております。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
●介護用手袋を着用したスタッフの手、
もしくは専用介助器具を用いた上での膣液の分泌介助＋膣内洗浄。

具体的には、ローションを使用したハンドサービスにより、
膣内及び陰部周辺に刺激を与え、
　「性機能の低下予防」という目的を満たす程度の分量
（分量の目安は検討中）の膣液を分泌させる。
　その後、使い捨てビデによる膣内洗浄と、
清拭による陰部全体の洗浄を行い、ケア終了。

●男性同様、利用者の陰部以外の部位（胸など）への接触は、一切行わない。
●男性同様、利用者がスタッフに対して身体接触を行うことは、禁止事項とする。
●過度の膣内洗浄は、膣内の菌のバランスを崩し雑菌等が入りやすい状況を招くので、利用制限（月２～３回、多くても隔週１回まで）を設ける。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
まずケアの名称ですが、
「自慰介助」という言葉は（女性に対しては）
イメージが悪すぎると考えたので、
あえて「分泌介助」という聞き慣れない言葉を用いました。

もちろん、「分泌介助」という言葉自体は、
マニュアル内のみの名称であり、
通称は、男女問わず、性機能のケア＝「プライベート・ケア」になります。

ケアの目的は、男性同様、単純に性的な快楽を与えることではなく、
利用者に対して、定期的に適切な分量の膣液の分泌を促すことによる
「性機能の低下予防」、それに伴う
「性に関する尊厳と自立の維持」にあります。

また性的な絶頂感の獲得は、「結果」であって「目的」ではありません。
したがって、オーガズムの有無＝「性的な絶頂感を得られたかどうか」ではなく、分泌の過多＝「適量の膣液が分泌されたかどうか」で、ケアの成否を判断します。

すなわち、性風俗的なオーガズムの追求は、これを一切目的としません。
（ケアの最中に、結果としてオーガズムを迎える分には全く問題ないですが、最初からそれだけを露骨に狙ってケアを行うことはしない、という意味です）

スタッフの性別は、男性同様、利用者に選択してもらう形にします。

ひとまず、「介護」＝利用者の生活の質を高める、という範疇でできるのは、ここまで＝「分泌介助」が限度だろう、と考えております。
（http://blog.peachcare.jp/?eid=764021）
